
パッシングシャッターキット取付説明書(Ver1.1)                     090721 
 
この度は、パッシングシャッターキットをご購入いただき、有難うございました。取付前に本説明書を熟読いただき、
正しく取り付けて下さい。取り付けはすべて自己責任でお願いします。当方はいかなる場合も一切責を負いません。 

基本キット製品構成  ・コントローラー １個   ・専用ハーネス １セット   取付説明書 １枚 

配線方法 

ケーブル線色 説明と主な接続先 
① 黒 ボディアースへ接続。 
② 赤 常時１２Ｖ電源の＋へ接続。 
③ 白 ハイビーム線へ接続。 
④ ～ ⑥ －－－ 

 

基本結線図 
■ 配線するときは必ず６ピンのコネクターを抜いて作業してください。  

ボディアースへ

白

※ ＪＰ４：ジャンパーターミナル（黒い樹脂）を
付けるとハイビーム入力が＋、外すと－コントロールになります。 

※＋コントロールの場合の接続例 

ハイビーム（左右いずれでも可）

赤 
黒  

は、接続を表す。  常時電源＋へ

 

 

 

 

 

動作 

（１） 壁操作盤に３つのスイッチ（開・閉・停）がある場合 
・パッシング １回で動作中のシャッターが停止します。（壁操作スイッチの停止と同じ動作） 
・パッシング ２回でシャッターが開きます。（壁操作スイッチの開と同じ動作） 
・パッシング ３回でシャッターが閉じます。（壁操作スイッチの閉と同じ動作） 
※ 下図のリモコン★で使用する場合、パッシング２回で閉、３回で開になります。 

 
■ 基板内ジャンパー設定について 

シャッターリモコンの種類によって、ジャンパー設定を行い、上記の動作になるようにします。 

設定が正しくないと、パッシングの回数と動作が異なります。壊れることはありません。 

JP１※ ０ １ ０ １ 

ＪＰ２※ ０ ０ １ １ 

対応 
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※ ０：ジャンパーターミナル（黒い樹脂）を付ける。  １：ジャンパーターミナル（黒い樹脂）を外す。 

ＪＰ３は、必ずジャンパーターミナル（黒い樹脂）を付けてご使用ください。 

（ジャンパー設定するときは、基板の回路をショートしないようにしてください） 
 
（2） 壁操作盤に１つのスイッチしかない場合 
・パッシング ２回でシャッターの開閉停止ができます。（壁操作スイッチと同じ動作） 
■ 基板内ジャンパー設定について 

ＪＰ３は、必ずジャンパーターミナル（黒い樹脂）を外してご使用ください。ＪＰ１・ＪＰ２はどちらでも可。 

（ジャンパー設定するときは、基板の回路をショートしないようにしてください） 
■ 本キットは、ＣＥＰ製シャッターリモコンキットと合わせて使用します。 
シャッターリモコンキットをお使いの方が、本キットを別に購入された場合は、必ずセットアップする必要があります。 
◆ リモコンセットアップ方法 （次のページをご覧下さい。） 
※ この作業をする場合は、必ず電動シャッターを下げた状態で行ってください。いきなりシャッターが下がる場合があります。

http://www.auction.or.jp/chumon/new_rm/source/FMD629.html 

◆ リモコン感度調整方法 
調整しなくても問題ありませんが、リモコンの感度を変更されたい場合は、次のページをご覧いただき調整して下さい。

http://www.auction.or.jp/chumon/new_rm/source/NCH673.html 


